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資 料

粘 土 造形 にサヴァ ン ・ スキル を示 す広 汎 性 発達障 害児 の デ ッ サン ・スキル指導

勝浦　　暁 ・遠藤　悦 史 ・園山　繁樹

　知的障害を伴 い な が ら も、そ れ か ら は想像 さ れ な い 特異 的に優 れ た 能力 を示す人た ち

を 「サ ヴ ァ ン 症候 群」 と い い 、自閉症児 ・者 に は 10 人 に 1 人 の 割合で い る と され て い

る。本研究で は 、粘土造形サ ヴ ァ ン ・ス キ ル が 認め られ て い る、広汎性発達障害の 小学

校 4 年生男児 1名 につ い て、稚拙 で あ っ た デ ッ サ ン ・ス キ ル の 指導を ユ年に渡 っ て行い 、

本児 に お ける描画や行動 の特徴 、 変化 を報告 した 。 描画特徴 にお ける変化 と して 「デ ッ

サ ン 課題 を良 く見て描 く」、 「形 を正確 に 捉え られ る」、 「デ ッ サ ン へ の 気付 きを言葉 に し

て か ら表現す る」 とい う点が挙 げ られ た 。 また、グ ラ デ
ー

シ ョ ン とい っ た デ ッ サ ン ・ス

キ ル の 習得 も見 られた 。 行動特徴 に お ける 変化 は、描 く事 が 出来な い とパ ニ ッ ク行動 を

起 こ して い た本児が 、気持 ちを 「言語化」で きる よ うに なっ た事 で パ ニ ッ ク か ら の 脱出

が は か れ た 。 こ の こ とか ら、描画 にお い て も行動 にお い て も、「言語化」 が大 きな鍵 と

な っ た と可 能性 が考えられ た 。

キ
ー ・ワ

ー
ド ニ広汎 性発達障害　デ ッ サ ン ・ス キ ル 指導　描画特徴　言語化

1 ．は じめ に

　知的発達の 遅 れ を伴 う入 の 中で 、そ の 知的能

力か らは想像す る こ とが 出来 な い ほ どの 優れ た

能 力 を示 す 人 を 「サ ヴ ァ ン 症 候 群 （savant

syndro 皿 e ）」 と呼ぶ 。 サ ヴ ァ ン 症候群の 人は 自閉

症児者 に 多 く、自閉症児者 の 10人 に 1人 の 割合

で 生 じ る と され る （Pring ，2005）。 その 卓越 し た

ス キ ル は 「サ ヴ ァ ン ・ス キル （savant 　skil1）」 と

呼 ばれ 、暦計算や 芸術、視覚的空 間能力 とい っ

た多岐 に渡る領域 で 見 られ 、
こ れ ら の ス キ ル と

強 力 な 記 憶 力 と の 結 び つ きが 認 め ら れ る

（Treffert， 1990）。

　 こ れ ま で に 様 々 なサ ヴ ァ ン ・ス キ ル に つ い て

の 事例が報告 されて い るが、こ こ で は芸術領域

の サ ヴ ァ ン ・ス キ ル に注 目 を した い 。 彼 らの よ

うな芸術 的 サ ヴ ァ ン ・ス キ ル を持 つ 入 は 「サ ヴ

ァ ン ・ア
ー

テ ィ ス ト （savant 　artist）」 と呼ばれ 、

1900年代か らそ の ス キ ル が 注 目 され る よ うに な

筑波大学大学院人間総合科学研究科

っ た 。 こ れ ま で も、特異的 に 優iれ た描画能力 を

持 つ 知的発達の 遅れ を伴 っ た 自閉症児 の 事例報

告が い くつ か な され て い る （Selfe，1977 ；Treffert，

1990；浜谷 ・木原 ，1990）。

　 と こ ろ で 、サ ヴ ァ ン
・

ス キ ル を示す 自閉症児

とそ うで は な い 自閉症児 で は 、描 画特徴 や描画

発達 に違 い が 見 られ る の だ ろ うか。幼 児期 に特

異的 に優 れ た絵を描 く自閉症児の 絵を分析 した

木原 ・浜谷 ・湯汲 ・小 嶋 （1986）は 、 対象児 に は

発達の 過程 で 見 られ る 「な ぐり描 き」 を経 る こ

とが な く、最初 か ら形 の 明確な絵を描 い た こ と

を報告 し て い る 。また 、 4 歳か ら 6 歳 の 時期 に

特有 な図式 画 の 欠如 とい っ た特徴が 示 され た と

して い る 。

一
方 で 、 サ ヴ ァ ン 症候群 で は な い 自

閉症 児 の 絵 の 描 画発 達 に つ い て 、 大塚 ・寺 山

（1995）は 「グ ル グ ル と描 く」 「少 し形 が描 か れ

る」 「人物 な ど を描 く」 と い っ た 、定型発達児

と同様の 描 画発達 をす る と 1 事例 の 報告 を して

い る 。 しか し、サ ヴ ァ ン 症候群 で は な い 自閉 症

児が どの よ うに描画 の 表現方法を習得 し て い く
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の か に つ い て は あま り報告 が さ れ て い ない c さ

らに 、描画 能力 の 発達 に焦 点 を当てた 指導の 際

に生 じた変化や 、描画 にお け る認知特性の 表出

な ど と い っ た 報告 もほ とん どな い
。 さ ら に 、 あ

る サ ヴ ァ ン
・

ス キ ル を示す 自閉症児が 苦手とす

る領域 の 成 長 を支援す るた め の 指導方法、特 に

本人 が 持 ち合わせ たサ ヴ ァ ン ・ス キ ル と同領域

に 属す る苦 手な課題 へ の 指 導報告 は見当 たらな

い o

　本論文で は、粘土造形 にサ ヴ ァ ン ・ス キ ル を

示す
一

方で 、描 画は稚拙な広 汎性発達障害児 1

名 を対 象 に行 っ た デ ッ サ ン ・ス キ ル 指導の 経過

を検討す る。モ チ
ー

フ を写実的 、 か つ 立 体的 に

表現す る ス キ ル の 獲得 を 目標 と し、指導経過の

中 で 見 られ た ス キ ル の 向上 や 本児 の 描画 ・行動

にお ける特徴 の 変化 を検討 す る 。 また、上達 し

た デ ッ サ ン ・ス キ ル の 般化 、及び対象児の 特性

に合 っ た 指導方法 につ い て 考察す る 。

皿．方 　法

　 1．対象児

　対象児 は小学校 4 年生の 男児 1 名で あ り、家

族構成 は父親、母親 、本児、弟の 4 入 家族で あ

る。本児は 4歳 時に専 門医か ら広汎性発達障害

の 診 断を受けた 。 小学校入 学前の 就学相談の 際

に実 施 した 田 中 ビ ネ
ー

知能検査 で は IQ 　61で あ

り、 7 歳 11ヶ 月時に 実施 した WISC 一皿 知能検査

で は、vIQ 　56、　 PIQ　g2、　 FIQ　70であ っ た 。 10歳

0 ヶ 月時に 実施 した WISC 一皿 知能検査 で は 、

vlQ 　74、
　 PIQ　83 、

　 FIQ　76で あ っ た 。 言語性 IQ よ

りも動作性 IQ の 方が有意に高 く、下位検査 で は

「絵画完成」 「組み 合わ せ 」が 著 し く高 く、「符

号」が低か っ た 。群指数で は 「知覚統合」が 他

と比較 して 顕著に高か っ た 。

　小学校で は国語 と算数の 2 教科の み 情緒障害

特殊学級 で 指導 を受 け、そ の 他の 時間は通常学

級に お い て 指導 を受 けて い た 。 また 、本児 は 7

歳 9 ヶ 月時 よ り大学教育相談室 に おける 個別指

導 を受け て い た 。 本 児は 、自宅や 学校 な ど で 粘

土造 形や お絵か きを自発的 に行い 、本児 に とっ

て の 余暇活動だ と考 え られ た 。 主 な作 品 の テ
ー

マ は 「ア ニ メ の キ ャ ラ ク タ
ー

」 と 「動物」 で あ

っ た 。 本児の 粘土 造形作 品は、在籍小学校 の 同

学年の 中で も優れ た作 品 と して 評価 され、また

芸術学 を専攻す る研 究者 よ り 「表情 と動 きの あ

る 印象深 い 作品」 と評価 さ れ て い る 。よ っ て 本

児 の 粘 土造 形 ス キ ル は サ ヴ ァ ン
・

ス キ ル と し

て 考 え られ て い る （園 山 ・梅 津 ・勝 浦 ・倉 光，

2007）。

　 2 ．こ れ まで の デ ッ サ ン ・ス キ ル 指導 内容 と

　　本児 にお ける特徴

　本児に対す るデ ッ サ ン ・ス キ ル の 指導は 、本

研 究の 前 に も、小学校 3 年生 の X − 1 年 9 月か

ら約 7 ヶ 月間実施 され て い た （園 山 ら，2007）。

その 指導 を開始 す る以前 の 描画 特徴 と し て は 、

「頭 の 中 の イ メ ージ で 描 く」 「
一

筆描 き で 手 を勢

い に任せ て 動か す」と い う点が 挙 げら れた 。 こ

れ ら よ り 「手本 を良 く見 て 描 くこ と」 「ゆ っ く

り丁寧 に描 くこ と」 を本児 と の 約束事 と して 指

導が行 われ た 。

　 まず始め に 、手の 勢い に任せ て 描 くの で は な

く、角 や線 の 位置 を意識 化す る た め に 、紙面 上

に描か れ た 立方体を手本 課題 と した 。 続 い て 、

「全体 の 形 へ の 意識」 と 「手本課題 を し っ か り

見る」 を定着 させ る ため に 線画の 模写 を行 っ た 。

手本課題 に 挿絵 を用 い 、
一

筆描 きに なる こ とを

避 ける た め に 「描 き始め る と こ ろ を決め て か ら

描 く」 こ と と した 。 また 、本児が 手本課題 を見

る の を忘 れ て い る際に は声か けを行 っ た 。 最 後

に 、 形 と陰影へ の 意識 を高め る た め に 、 影fJ．け
の ス キ ル を指導 した 。 手本課題 は 、 カ ッ プや ス

プ ーン とい っ た静物 （実物）で あ っ た 。 本 児 は 、

明確 な明暗 を意識 して 影 を つ ける こ と は 可 能で

あ っ た が 、影 の 濃 さ の 判 断 は難 しか っ た 。また

影付け は 「陰影をつ ける」 とい うよ り 「鉛筆 を

動か して 塗る」 こ とが 主 な作業内容 とな っ て し

ま い
、 注意配分 の 困難 さ を示 しやす く、 仕上 が

りは、全 体 的に 暗 い ワ ン ト
ー

ン の 絵に な りや す

か っ た 。

　 3 ．デ ッ サ ン ・ス キ ル 指導期間

　 本研究 に お ける デ ッ サ ン ・ス キ ル 指導 は、X

年 4 月 （小 学校 4 年時）よ り再 開 さ れ 、そ の 際、

一94 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Association of Disability Sciences, Japan

NII-Electronic Library Service

Assooiation 　of 　Disability 　Soienoes 厂　Japan

粘 t 造形 に サ ヴ ァ ン ・ス キ ル を示す広汎 性発達 障害児 の デ ッ サ ン ・ス キ ル 指導

ゴ
ア
． 「、 」うP

うすく 娼 き 狂 ・、 硫 中く∫ ロ τ 措きも 毘 き こ く 栖 きセ U 匕 き

・蒸 二｛ ：1
…一

、蝋 ろ
　 　 　 　 一．7．

一一．『
　　　　　 一咋LLL
σ既 解 つ の：．二 寵 速 翫 てr．一一．r−r−一一一 　 〃

煮 混 一ヨ掻 く

・ 王 7 ・1互1愛 ：遼 使 う
　　　　　广戸「「“．一内「　　　　 」
。 えん か

〃
ワ の i．∵ き1母 っ受　 一　一＿一一＿　r　．一　一一．」「一再蜀　．

蒙 ・91 バ で 描 く．．．＿訟 ＿．＿　一．＿∴ 一

幅←．一．

ρ＿　．眉．一一r♂

・ 訴 1襲 P：置 二透使ろ
　　　　 一　．’．　　．　−Wi
・ 麹 熊 の ど 1窓．1き諏

i猟 く糧 く

〉
丶↓・ ぐ

薦 　 ひ 、　　　 画

　 ド
酋　　广

／ ：
¶1・

〜ご
・、

チ

　壌
瞬

感
 

灘鑼攀
壕

鐘

攤

　 　 　 脱 レ瓢ハ｝

、譫 　 ・・

≦認 訳
　 　 ア 黛 声r．鵞耶 二

岱管尊
縦 … び 　 　蘇

．
兮 吋 ρ

　 　 　 　 ／　　　　’
諺 ：く 二弼 野 質

’
：ミ

磁 ♂
・

・ 濛 藤 ひ ∵广．｛冖一广

翼ヨ 髦 ・

Fig．1　 明る さ に対応 した鉛筆の 使 い 分け表

デ ッ サ ン
・

ス キ ル の 指導者が 交替 した 。 本研究

で は 、 X 年 4 月か らX ＋ 1年 3 月 まで の 12ヶ 月間、

計 28 セ ッ シ ョ ン に つ い て検討す る。セ ッ シ ョ ン

は 、原則 と して 週 1 回、 2 時間で行われ た 。

　 4．デ ッ サン ・ス キ ル 指導の 内容 と指導方法

　本児 の 持 つ 粘土造形ス キ ル は高 く認め られ て

い た が 、デ ッ サ ン
・ス キ ル は 稚拙 で あ っ た 。 そ

こ で 、母 親か ら の 要望 もあ り、芸術学 を専攻す

る大学院生 （第 2著者）を指導者 としたチ
ーム に

よ る 指導 を行 っ た 。 主 な デ ッ サ ン ・ス キ ル の 指

導 は第 2 著者が行 い
、 障害児教育学 を専 攻す る

第 1 著者 は 、第 2 著者 に 対す る 指導方法、指導

計 画へ の 助言、本児へ の 対応 な ど、随時補助 的

な役割 を行 っ た 。 第 3著者 は指導チ
ー

ム へ の ス

ーパ ービ ジ ョ ン 、保護者 へ の 助言等 を行 っ た 。

　本指導 は 、 立 体造形物 をモ チ
ー

フ と した鉛筆

に よる模 写 ・デ ッ サ ン を 中心 に行 わ れ た 。 デ ッ

サ ン 課題 内容 や 獲得す る ス キ ル 目標な どは指導

期 に よ っ て 変更 した 。

　 （1）第 1期 （X年 4 月〜 5 月 ：計 4 セ ッ シ ョ ン）

　 立 体造 形物 をモ チ
ー

フ とした鉛筆 に よ る デ ッ

サ ン を 2 課題仕上 げた
。

こ の 期間 は 、本児が獲

得 し て い る デ ッ サ ン ・ス キ ル や描画 の 仕方、特

徴 の 確認 と い っ た ア セ ス メ ン トに 重 点 を置 い

た 。 本児にデ ッ サ ン課題 を手本課題 と し て提 示

し、それ を描 い て もら っ た 。 デ ッ サ ン を して い

る 最 中 に 、以前 の 指導の 際 に も行 わ れ て い た

「お 手本 を見 る こ と」 「ゆ っ くり描 く こ と」 と い

っ た 声か け を随時行 っ た 。

　（2）第 1 期 （X年 6 月〜 8 月 ：計 5 セ ッ シ ョ ン）

　立 体造 形 物 をモ チ
ー

フ と した鉛筆 に よ る デ ッ

サ ン を 1 課 題仕 上 げ 、 「鉛筆の 濃 さ を使 い 分 け

る 方 法」 「描 か れ た表 面 を滑 らか にす る 方法」

「立 体模写 に必 要 な ス キ ル の 獲得」を 目指 した

指導 を行 っ た 。

　 具 体的な 指導 方法 と して 、「鉛筆の 使 い 分 け」

で は 、
“
濃 く描 きた い とき

”“
中 くら い で 描 きた

い と き
”“

薄 く描 きた い とき
”

の 3種 類 に つ い

て 鉛筆の 種類 （例 ： 6B や 3H ）とそ れ ぞ れ の 鉛

筆で 塗 っ た 図 を手本 （明 る さ に 対応 した鉛筆 の

使 い 分 け表） と して 示 した （Fig．1）。 また、実

際 に そ の 鉛筆 を、用途 に 合わせ て 本児 に選 んで

も ら い 、濃 さ を実感す る ため に 色塗 りの 練習課

題 を実施 した 。 「描か れ た 表面 を滑 らか に す る

方法」 とは、「鉛筆 の 濃淡 を密 に す る 」「鉛筆 を

ぼ か す」 た め に テ ィ ッ シ ュ ペ ーパ ーを用 い て 拙
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Fig．2　 間違 い 指摘 の 際の 補助描画

い た表面 を こ する も の で あ っ た 。本児 に
“

鉛筆

だ けで描 い た もの
”

と
“
鉛筆で 描 い て 、さ ら に

テ ィ ッ シ ュ ペ
ー

パ
ー

で こす っ た も の
”

を提 示 し

て 、違 い や 用途 を説明 した 。 「立 体模 写 に必要

なス キ ル の 獲得」で は 、始 め に 、本児 の 描 い た

絵 と手本 の 課題 を並 べ て 見比 べ る こ とを し、違

っ て い る 所 を本児が指摘 で きるか を確認 した 。

続 い て 、指 導者 が本児の 絵 を真似 した もの と正

しい 絵 を提示 し て 、 どちらが正 し く描 けて い る

か を判 断 させ た 。 さらに、正 し い 絵 と違 っ て い

る絵 の 異 な る部分 を指摘 させ た 、 その 際に 、異

なる点 に 気づ き に くい 場合 に は、注 目す べ き部

分 を色付け し、ど の 様に ．異 な っ て い る の か とい

う手本 （間違 い 指摘 の 際 の 補助描画 ）を明確 に提

示 した （Fig ．2 ）。 最後 に 、本児の 描 い た絵 と見

比べ て 間違 っ て い る所 を正 し く描 き直 した。修

正 箇所 がず れ て しまっ た り修正 が 困難 にな っ た

りした場合は、正 し く描 かれ た絵 を手本 と し て

提示 した 。

　〔3）第皿期 （X年 9 月 〜X十 1年 2 月上 旬 ：計

　　14 セ ッ シ ョ ン）

　各セ ッ シ ョ ン の 前半 の 課題 と し て 、 立 体造形

物 を モ チ
ー

フ とした鉛筆に よ る デ ッ サ ン を 1課

題仕上 げ、後半に は本児 の 好 きな粘 土活動 を行

っ た 。 こ れ は、第 且期 に、絵 を描 くだ けで は 、

本児の 描 画 に対す る モ チ ベ
ー

シ ョ ン の 持続が難

し く、 課題遂行が 困難 に な っ た ため 、母 親か ら

の 意見 もあ り、後半課題 を本児の 好 きな活動 へ

と変更 した 。 主 に指導の 中心 で あ っ た の は、「陰

影 の 表現 方法の 獲得」 と 「立体模写 に 必要 なス

キ ル の 獲得」 で あ り、後者に 関する 具体的指導

内容 ・方法 に つ い て は 第 H 期 と同様で あ っ た 。

　 「陰影の 表現方法 の 獲得」 は 、「鉛 筆の 濃 さ を

使 い 分 ける方法」 に付随す る ス キ ル で あ り、本

児の 陰影の 明暗にお ける表現力 を高め る た め に

行 っ た 。 鉛筆の 濃 さ の み に頼 る の で は な く、さ

ら に 暗 くした い 時の ス キル と して 「鉛筆で 塗 り

込 む 」、さ ら に 明る くし た い 時 の ス キ ル と し て

「練 り消 し で トン トン （叩 く）す る 」 と い う 2 点

を指導 した 。

　 （4）第 IV期 （X十 2年 2 月下 旬 〜 3 月 1計 5

　　 セ ッ シ ョ ン）

　前半 の 課題で ある デ ッ サ ン 課題 を行 う前 の 練

習 と して 「力 を抜 い て描 く練 習」 「グ ラデ
ー

シ

ョ ン （以下 、
“
だ んだ ん

”

とす る ）を 上 手 に描 け

る よ うに な る練習」 の 2 つ を行 っ た 。 こ れ らの

練習 課題 後 の セ ッ シ ョ ン の 流 れ や課題 内容 ・方

法は 、第 H ・皿期 と同様で あ っ た 。

　具体 的 な指導方 法 と し て 、「力 を抜 い て 描 く

練習」 で は、描 く前に腕全体 をブ ラ ブ ラ さ せ た

り、 腕 の 力 を抜 い た状態 を保 っ た ま ま鉛筆 を持

っ て 線 を描 く練習 を した 。 さ らに 、デ ッ サ ン 課

題 の 最 中 に 力 が 入 っ て きた ら 、「濃 い 」 か ら

「薄 い 」 へ と4段 階 に 鉛 筆 の 濃 さを変 えた 手本

（薄 く描 く練習） を提 示 し 、 鉛筆 の 濃 さ に つ い

て注意を向ける よ うに声か け を行 っ た （Fig．3 ）。

また 、 「だ ん だん を上 手 に描 ける よ うに な る練

習」で は 、縦 3cmX 横 10cm の 四 角 を練習課題

と し て 5 回 繰 り返 した 。 練 習 を始 め る 前 に 、

「鉛筆 の 濃 さは 変え な い で 仕上 げ る こ と」 「色 の

移 り変 わ りが は っ き りしな い よ うに描 くこ と」

を本児に伝 え、さらに 「前 回の 練習課題 で気を

つ ける と こ ろ は ど こ で あ っ た の か」 とい う点を

一
緒に確認 し、練 習課題 を行 っ た 。

　本児 と の 約束事は 、第 1 ・H 期 で は 「お 手本

を良 く見る 」 「ゆ っ く り描 く」「丁寧 に 描 く」の

3 つ と し、第 ［H期 以 降で は 、こ れ ら に 加 え て

「消 し ゴ ム の カ ス は専用 ゴ ミ箱に捨 て る 」 と い

う 4 つ とな っ た 。 こ れ は
、 本児が 消 しゴ ム の カ
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」

皿期 ・IV期で は 、球体、立 方体、四角柱や 円柱

とい っ た積 み木で あ り、 こ れ らを組 み合 わせ て

形 を作 る複 合的なデ ッ サ ン 課題で あ っ た 。 また 、

デ ッ サ ン 課題 は 、毎 セ ッ シ ョ ン に お い て 異 な る

よ うに工 夫 した。

霞り．
t．“、．」　 ／1、r　 ．・t’．t

；、・
、．
　 ．q

Fig．3 　薄 く描 く練習

ス に 注意 を取られ て 集中す る こ と が 難 し く、デ

ッ サ ン 課題 が 進 まな くな っ た セ ッ シ ョ ン が 第 H

期後半か ら続 い て い たた め 、 専用 ゴ ミ箱を作 り 、

自分で 捨て る こ と で 妨害要 因を減 らす こ と と し

た ． こ れ らの 約束事 は 、 指導開始前 に本児が 暗

唱 し た 後に 、口頭で
一

つ
一

つ を確認 した 。

　 5 ．デ ッ サ ン ・ ス キル 指導の 際に使用 した用具

　主 に 使用 した鉛筆 は、DERWET 社製 （1 セ ッ

ト12本）で あ り、基本色 とした鉛筆の 濃 さ は HB

で あ っ た 。 デ ッ サ ン ・ス キ ル 指導の 際に用 い た

用具は 、 テ ィ ッ シ ュ ペ ーパ ー
や 消 し ゴ ム

、 練 り

消し （伊研／ ネ リ ゴ ム ）で あ っ た 。 また 、第 H 期

よ りデ ッ サ ン 課題 に お ける 陰影 を は っ き りと さ

せ る た め に 、作業用の 机 に ス タ ン ドラ イ トを置

い た 。

　デ ッ サ ン 課題 は、指導期 を通 じ様 々 な もの を

用 い た 。 第 工期 で は 、 立 方体 、 四角 い 板 、 タオ

ル 、ク ッ シ ョ ン と い っ た 形の 明確な もの か ら捉

え難 い もの な どを用 い た 。 第 ll期で は、立方体、

紙 コ ッ プや トイ レ ッ トペ ーパ ーな ど の 日常用品

な どで あ り、単体の デ ッ サ ン課題 で あ っ た 。 第

皿、結 　果

　各指導期 に お い て 見 られ た本児 の 描画 ・行動

特徴 と、デ ッ サ ン ・ス キ ル 指導 の 中で も重点的

に 指導 し た デ ッ サ ン ・ス キ ル の 変化 （「陰影 （明

暗）の 表現」 「形 へ の 意識化 」）の 2 点 に つ い て 、

以下 に まとめ た 。

　 1．各指導期に見 られ た本児の描画 ・行動 特徴

　 （1）第 1期

　 こ の 時期 に見 られ た本児 の 描 画特徴 は 「影の

輪郭線 をは っ き りと線 で 描 く」で あ り、これ は

X 一 工年 よ り行 われ て い た デ ッ サ ン指導 か ら引

き続 い て 見 られ た問題 点で あ り、指導課題 の
一

つ で あ っ た 。

　本児 の デ ッ サ ン で は 、デ ッ サ ン 課題 （実物）

の 部分 の み な らず 、影 の 描写 にお い て も輪郭線

を は っ き りと描 く点が あ っ た 。 しか し、影以外

の 他の 線 は実 際の 「物」 を示 す線で あるが 、 影

の 線 は そ うで は ない
。 本児 に 「影 の 線 は （本児

の 描 い た絵 を指 し な が ら）こ ん な に は っ き りと

して い る の か な ？」 とい っ た 問 い か けを した と

こ ろ、本児は 「は っ きりと して い な い 」 と答 え

る場面 もあ り、そ の 点に つ い ては理 解 して い る

よ うで あ っ た 。 しか し 、 デ ッ サ ン にな る と 、 実

際に 目で 見 え る線 は は っ き りと描 くこ と に こ だ

わ っ た 。 し か し、そ の 後 の セ ッ シ ョ ン の 中で 、

影 の 線 に つ い て 本児か ら 「影 の線 は ぼ わ っ と し

て い る 」 とい う言葉が 聞かれ 、そ れ をきっ か け

に、徐 々 に は っ きりと した線で は な く、ギザ ギ

ザ した線 で 影 を表現す る と い う変化 が み られ始

め た （Fig．4 ）。 そ の 後 、影の 輪郭線 をは っ きり

と描 くと い う点 に つ い て は、あま りこ だ わ る様

子 が見 られな くな っ て い っ た 。

　 （2）第 ll期

　 こ の 時期に見 られ た本児の 主 な特徴 は 、 「デ

ッ サ ン 課題 で 隠れ て い る線 へ の 意識」 「上 手 く
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審》寵
　Fig．4　影 をギザギザ に表現 した描画 （4110）
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Fig．5　 見 えな い 線 を意識 して の 描画 （6112）

描 け な い こ とな ど に対 する パ ニ ッ ク行動」 と い

う 2点で あ っ た 。

　前者 は、デ ッ サ ン 課題 の 背景 を含め て 描 く試

み が な さ れ 始め た こ と に よ り見 られ た特徴 であ

る 。 顕著 な変化 ・特徴が 見 られ た の は 、木材を

重ねて 置 い たデ ッ サ ン 課題で あ り、見 えな い 線

へ の 意識 が見 られ た （Fig．5）。こ れ は 全体の バ

ラ ン ス を見 なが ら、他 の 木材が どの よ うに見 え

るか とい う点 に配慮 しなが ら描 くこ とが 求め ら

れ る 。 そ れ 以降、デ ッ サ ン 課題 を描 い た後 に背

景 を描 くにあた り、デ ッ サ ン 課題 で 隠れ て い る

つ い 立 の 交差点を意識 して 、線 を引 くよ うにな

っ た 。

　後 者は 、eg　［期 にお い て の み顕著 に見 られ た

行動 特徴 で あ っ た
。 本児は

、 気持 ちを言葉 で 表

現す る こ とが 苦手で あ り、特 に 、デ ッ サ ン 課 題

を仕上 げる の に苦労 し て も 「簡単 だ っ た の ！」

と語気 を 強め て 発言 した り 「難 しか っ た と こ ろ

はな い 」 と険 しい 顔 をし て 発言 を した りす る な

ど、出来 なか っ た とこ ろ に つ い て 述 べ る こ とが

苦手 で あ っ た
。

こ れ は 第 1 期で も見受 け られた

が、第 ［期 に な る と、そ の よ うな様子 に 加 え、

「上 手 くか け な い 状態」 や 「自分 の イ メ ージ と

実際が 違 うこ とが理解 出来て い て もどうして も

目分 の 描 い て い る線 を直せ な い 」、 「自分の 見方

や描 き方が 絶対 で ある」 とい う気持 ちを強 く表

現 す る よ うに な り、机 を拳で 叩 い た り大 きな声

を出 して 地 団駄 を踏 ん だ りと パ ニ ッ ク を起 こ す

回数が増 えた 。

　 （3）第皿 期

　 こ の 時期 に 見 られ た 本児の 主 な特徴 は 「
一

つ

一
つ を完成 させ る デ ッ サ ン 」 「線の 修正」 「気持

ちの 表現」 とい う3 点で あ っ た 。

　「一 つ 一
つ を完 成 させ る デ ッ サ ン 」は、デ ッ

サ ン 課題 が様 々 な パ ー
ッ か ら構成 され る よ うに

な っ て か ら見 られ た もの で あ っ た 。本児の デ ッ

サ ン の 方法 と して 、重ね られ た
一

番 下の パ ー
ツ 、

また は気 に な っ た パ ー
ッ か ら描 き始め 、それ に

影付 けを し て 完成 させ て か ら次の パ ーツ を描 く

と い うもの で あ っ た 。 全体 の 大 きさや 位置 を考

えて 描 き始め る と い うこ とを し な い た め
、 大 き

す ぎて描 ききれ なか っ た り、反対 に小 さす ぎて

全体 の バ ラ ン ス が崩 れて しま っ た りし て い た 。

しか し、
一

つ 一つ の 描画 に つ い て は比較的正確

に 捉 え る こ とが 出来 る よ うに な り、 他 の デ ッ サ

ン課題が重な っ て 見えな い 部分に つ い て も形 を

予測 して 描 い て 完成 させ 、次 の パ ー
ツ を描 く際

に は、完成 させ た デ ッ サ ン の 重 な っ て い る 部分

を消 して 別 の パ ーツ を描 くと い っ たこ とが見 ら

れ て い た 。

　「線の 修正」 は 、X − 1 年に行われ た デ ッ サ ン

指導か ら引 き続 い て 見 られ た 問題 点で あ り、指

導課題 の
一

つ で あ っ た 。 本 児は こ れ ま で の 指 導

の 中 で描 き直す こ とが苦手 で あ っ た 。

一
度描 い

た 線が 、 お手本 と違 っ て い た と して もそ れ を認

め る こ とが 困難で 、そ の 線 を描 き直そ うと試 み
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ス キ ル を示す広 汎 性発 達 障害児 の デ ッ サ ン ・ス キ ル 指導

て も、本児の 筆圧 に よ り線 の 筆跡が 残 りや す く、

再度描き直し を試み て も 、 なぞ っ て しまうこ と

が 多 か っ た 。 しか し 、 第 皿期 にお い て 、 本児 の

描 い た線が お手本 と違うと い うこ と をデ ッ サ ン

課題 と比較 を した り、紙面上 にお い て 正 し い デ

ッ サ ン と間違 っ て い る デ ッ サ ン の 違 い を指摘 さ

せ た りと具体的提示 を行 い 、線の 間違 い と修正

に気付ける よ うに指導 した 。 そ の 結果、本児は

「ど う描 けば 良 い の か わ か らな い よ」 と発言 し、

指導者に ア ドバ イ ス を求め た り、自発的 に描 き

直そ うと した りす る よ うにな っ た 。 しか し、こ

の 段 階に お い て も、 本児 の 筆圧 の 強 さ ゆ え に残

っ て し まう筆跡 をなぞ る と い うこ とか らは 中々

抜け出せ なか っ た 。

　 「気持 ちの 表現」 は 、本児 に見 られ た行動特

徴 の 変化 で ある。第［期まで は、出来なか っ た

とこ ろや 、難 し い と感 じた と こ ろ につ い て 表現

す る こ とが 困難で あ っ た 本児で あ っ たが 、 こ の

時期で は 、「難 しか っ た」 「出来 なか っ た」 とい

う発言が 出来 る よ うに な り、パ ニ ッ ク を起 こ す

こ とは無 くな っ た 。 また 、こ の 様 に気持 ちが 言

える よ うにな る こ とで、自分 で は難 し い とこ ろ

に つ い て 指導者に聞 い た り、 修正 を嫌が らず に

自分 で 行 っ た りする こ とが 増 え る な ど 、 変化が

見 られ た 。

　 （4）第 IV期

　 こ れ まで の 指導期 を通 じ て 、い くつ か の 描画

ス キ ル が 獲i得 され 、か な りの 上 達が 見 られ た 。

しか し、「強 い 筆圧 に よ り筆跡 が残 り、 新 た に

線 を引 く際 に 筆跡 に つ られ て修 正 す る こ とが難

しい 」 と い う新 た な課題 が考 え られ た 。 そ の た

め 、こ れ が 達成 さ れ る こ と で 、さ ら に デ ッ サ

ン ・ス キ ル の 向上 が 可能 で ある と判断 を し、集

中的に練習課題 を行 っ た 。 本児は力加減の 調節

が 難 し く、か な り強 い 力で 輪郭線を 描 い て い た
。

そ の た め 、こ れ まで 間違 っ て 描 い た線か ら抜 け

出す こ とが困難 に な りや す く、修正 が 難 しか っ

た 。加 えて 、手首が 固 く腕全 体 を使 っ て 描 い て

お り、 修 正す る度 に 腕 を動か すの で 全 体が 見 え

ず正 し く描 き直す の に 時間 を要 した 。 そ こ で 、

力 を抜 くた め に 、描 く前 に 腕全体 を ブ ラ ブ ラ さ

／
’

／
筏 丶

＼
　 　

、
＼

　 　 　 ＼ 、、

Fig．6　「明 る い 一暗 い 」 の 2 段 階で 影 を表現

せ 、その 状態で 線 を描 く練習 を した 。 繰 り返 し

行 うこ と とデ ッ サ ン をし て い る 間 に声 か け をす

る こ と で 徐 々 に 上 手 く力が 抜け る よ うに な っ

た 。 しか し、デ ッ サ ン に 夢中 にな っ て くる と、

声か けだ けで は難 し く、元 の 状態にな りや すか

っ た 。 力が 入 っ て しま う原 因 と して は 、こ の 他

に 「力 の 入 り易い 鉛筆 の 持 ち方 を して い る 」点

が挙 げ られ 、今後 の 指 導に お け る課題 の
一 つ と

して 鉛筆の 持 ち方が挙 げ られ る だろ う。

　 2．各指導期 にお けるデ ッ サ ン ・ス キ ル の変化

　（1）陰影 （明暗）の表現

　指導 を開始す る前 に 見 られ た本児 に おけ る 陰

影 （明暗）の 表現の 特徴 は 「陰影 とい う表現 をつ

け る」 よ りも 「鉛筆で 塗 り込 む作業」 と な る傾

向が あ っ た 。

　第 1 期で は 、影 を描 く こ と を目標に、照 明 の

当た っ て い る部分 とそうで な い 部分 の 明 る さ比

較や 影の 位 置 と い っ た点 を、指 導の 中で 実際の

課題 を用 い て 確認 し て い っ た 。 本児の 描画 に は 、

「明 る い と こ ろ は 塗 らず 、暗 い と こ ろ は 力強 く

塗 る 」 とい う二 者択 一
の 傾 向が み られ て い た。

そ の た め、デ ッ サ ン 課 題 と影の 暗 い と こ ろ の 差

は な く、 2段階 （明る い
一
暗い ）で の 表現 で あ っ

た （Fig．6 ）。 第 H 期 で は 、 影 の 明暗 を描 くこ と

を 目標 と した 。 よ り明暗 をは っ き りと させ る た

め に 、ス タ ン ドラ イ トを用 い た 。 また 、こ の 時

期 は 、デ ッ サ ン ・ス キ ル と して 「明 る さの 違い

に よ る 鉛筆 の 使 い 分 け」 「描 か れ た表 面 を滑 ら

か にする方法 （テ ィ ッ シ ュ で こ す る）」の 2 つ の

技法 の 指導 を行 っ た 。 そ の 結果 、 明暗 に よ る鉛
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Fig．7　「明 る い
一
少 し暗 い

一暗 い 」の 3 段階

　　 で 影を表現

筆の 使 い 分 けを学習す る こ と に よ り、最 も明 る

い と こ ろ に つ い て は塗 らな か っ た が 、明暗 の 表

現が 3段 階 （明 る い 一少 し暗 い
一暗 い ）に増加 し

た （Fig．7 ）。 こ の 2 つ の 指 導を開始 した理 由は 、

本 児の 影 に 対す る 意識 （光 の あ た り具 合 に よ っ

て 変化す る 影 の 濃 さ の 移 り変わ りや 境界線 に お

ける 曖昧 さ）が 高 ま っ て きたか ら で あ っ た 。 第

皿期 で は、影の 明暗 を よ り細 か く意識す る こ と

を 目標 に、第 ll期 に 行 っ た デ ッ サ ン ・
ス キ ル 指

導 に 加 えて 「練 りけ し を使 っ て 明 る くす る 」

「鉛筆 で 塗 り込 む」 と い う 2 つ の 技 法 の 指導 を

行 っ た 。 そ の 結果 、 本 児の 描写 に 、明暗 に よ る

鉛筆 の 使 い 分 け に よ り、表現が 5 段 階 （最 も明

る い
一

明 る い
一

少 し暗 い
一

暗 い
一

最 も暗 い ） へ

と増加 した傾 向が み られ た （Fig．　8 ）。 そ の 他 に、

第 H 期 の 前半 で は、暗 い と こ ろ は 明 る い とこ ろ

に 比 べ て 、鉛筆の 使 い 分 けが 少 な い と い う特徴

が み られ 、
一

貫 して 明暗 の 細か さ を表現 で きて

い なか っ たが 、第 H 期 後半に は、明 る い と こ ろ

へ の 気付 きが 増 え、本児が 「あ、明 る い か ら 4

H を使わ な くっ ち ゃ ！」 と発 言す る こ とがあ り、

細 か く影 を表現 が 出来 る よ う に な っ て きて い

た 。 第W 期 で は、そ れ まで の 指導で 本児が 苦労

を して い た影の 移 り変 わ りの 表現 を獲得す る こ

と を 目標 と し、指導 （「だん だん」の 練習）を行

っ た （Fig．9 ）。 最初 に、「鉛筆で 塗 り込 む （も っ

と暗 くした い 時）」 「テ ィ ッ シ ュ で こ す る （もっ

と滑 らか に した い 時）」 「練 り消 し で ト ン ト ン

鑼
Fig．8　「最 も明 る い

一
明る い

一
少 し暗 い

一暗

　　い 一最 も暗 い 」の 5 段階で 影 を表現

（叩 く）する （もっ と明 る くしたい 時）」と、既 に

本児が 習得 した ス キル を整理 し 、 手本 を見 なが

ら、実際に 描 くこ とを 5 回繰 り返 した 。 練習 2

回 目で は 、色 の 移 り変 わ りは 意識化 で きた が 、

段 々 と色 が移 り変わ る部 分に境界線が 出来て し

まい 、 3 つ の 明暗に分か れ る と い う結果 にな っ

た
。 本児は 、 それ ぞれ の 明 る さ （暗 さ）で 、適

切 な修正 方法 の 選択 が難 し か っ た が 、 指導者 が

描 画ス キ ル の 選択肢 を提示す る と正 し く選択 す

る こ とが 出来 た。練 習 3 回 目 で は、
一

度描 い た

もの は 明暗が 滑 らか で あ っ たが 、さ ら に 塗 り込

ん で ゆ くと、「塗 る 」 こ と に 集 中 し て しま い 、

「だ ん だ ん 」 を作 る と い う目的 を忘 れ て しま う

傾 向が 見 られ た。そ の 度 に 声か けを し、適切 な

方法に つ い て 確認 を行 っ た 。 練 習 4 回 目 で は 、

あま り声か け を しな くて も、丁寧 に仕上 げ られ

る こ とが 出来、描 き加 える こ ともあ ま りせ ず に

描 けた 。 必要 なス キ ル の 使い 方や力加減 に つ い

て の 理解が 進み 、描 き方 の パ タ
ー

ン を習得 し始

め た よ うで あ っ た。練習 5 回 目 も、 4 回 目と同

様であ っ た が 、若干雑 な描 き方 と な り、修正部

分 ←
一一
箇所 、 力が 入 りは っ き りと した 線が入 っ

て い た）に つ い て 尋ねて も、本 児は 「だ ん だん

の や り方 を使 っ て 描 い た か ら直さ な い 」 と言 っ

て修正 しなか っ た 。

　 （2）形の 意識化

　本指導 を開始する以前 、 本児 は形 を
一一

筆描 き

で 捉 える と い っ た特徴が あ っ た 。 その た め、ま
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粘 土 造形 に サ ヴ ァ ン ・ス キ ル を示す広汎性発達障害 児の デ ッ サ ン ・
ス キ ル 指導
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Fig．9　 「だ ん だ ん 」の 練習

ず は 形 を意識化 する こ とを目標 と して 指導を行

っ た 。

　第 工期 にお い て 見 られ た本児 の 描 画特徴 は、

「立 方体 を捉 える こ とが 難 し い 」 で あ っ た 。 本

児は デ ッ サ ン 指 導開始時 よ り立 方体の 描 き方 ・

見 え方 を捉 え る こ と に 難色 を示 し、X − 1年 の

指導 時で は立方体 を手本 に指導を行 っ た。習得

が見 られ た後は 、 自宅 で練習 を実施 して も ら っ

て い たが 、 本児 に と っ て 魅力あ る もの で は なか

っ た の か 、練習が行 わ れ な か っ た 。

一
旦、習得

され か けて い た立方体 の 描写で あ っ た が、本指

導開始時 に は そ の 成果 は あ ま り見 られ ず 、「描

け る」時 と 「描 けな い 」 時 の 差が 見 られ た 。立

方体の 描写に お い て 、本児が苦手 と して い た の

は 「線 の 位置 関係」 と 「平 行線」で あ っ た 。本

児 は、納得が い か な い と殴 り書 きした り、は み

出 して色 をつ けた りする こ とが 見 られ た 。 しか

し 、 「線の 位置 関係」 は、約束事 の 1 つ で あ っ

た 「お手本 を よ く見 る」 こ とが 定着す る こ とに

よ り改善 さ れ た 。 「平行 線」は 、指導者が デ ッ

サ ン 課題 を通 じ て 本 児 と確認 した り、鉛筆 をス

ラ イ ドさせ て 平行 に 描 けて い るか の 確認 をす る

方法 を行 っ た 。 （こ の 平行確認方法 は、X − 1 年

に 行 われ て い た指導 で 用 い られて い た方法 で あ

る 。 ）

　第 ll期 にお い て 見 られた描画特徴 は、「課題

と自身の 描画 を比較する際 に、注 目点が ず れ て

し ま う」 こ とで あ っ た 。 形 を正 確 に捉 え る こ と

を 目標 と して 指 導 を行 っ た ため 、デ ッ サ ン課題

と異 な っ た描画 を して い る際 に は 、指摘 されて

い る 箇所 を抜 き出 し、正 しい 描 画 と 間違 っ て い

る 描画 を視覚的提示 し、理 解 を出来 る よ うに し

た 。 また、第 1 期で は本児 の 気分 に よる描画力

の 差 異 は大 きく見 られ たが 、 この 時期 は気分 に

よ る描 画力 の 差異 は見 られ なか っ た 。 第 皿 ・W

期で は、「平行線 へ の 意識」 と 「バ ラ ン ス へ の

気付 き」 を 目標 と して 指導 を行 っ た 。 「平行線

へ の 意識」は、第 。 期 の 達成 困難 な課題で あ り、

様 々 な指導方法 を用 い たが 、こ の 時期 （9 月半

ば）にな る と本児は 、鉛筆 を用 い て 自ら平行線

の 確認 を行 い
、 修正 する様子が しば しば見 られ

る よ うに な っ た 。 本児が平行線 の確 認 を行 わ な
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か っ た時には 、 指導者が具体 的に声 かけを した

り、 思 い 出す きっ か けを与えた りした 。 しか し 、

平行線 を確認 し て い る うち に 、 ど の 線 を確認 し

て い た の かが 分か らな くなる こ とが多 く、また、

鉛筆 を押 さえて い た手 が勝手 に動 い て し ま い 、

平行線が変 わ っ て しま うと い う問題点が見 られ

た
。

こ の 問題 点 を解決 する た め に、「基準 とな

る 平 行線 を決 め て確認 をす る こ と」な ど対応方

法 を提案 したが 、本児は 「鉛筆で 跡 をつ け て 正

しい 平行線 の ヒ ン トとす る」「鉛筆 を押さ えな

が ら他の 線を消 して ヒ ン トとする」 とい う方法を

自ら考え出 し、 実施する ように な っ た （Fig．10）。

　 また 、 「バ ラ ン ス へ の 気付 き」 は 、本児 の 描

画特徴 と し て 指摘 した 「
一

つ
一

つ を完成 させ る

デ ッ サ ン」 と も関連 して い た。本児 は ある
一

つ

の 課題 に注意が向 い て し まうと、全体の 大 きさ

を考 えず に描 き出 して し ま い
、 そ れ が大 きす ぎ

た り小 さ す ぎた りす る た め に 描 き直 す こ とが

多々 見受け られ た 。そ の 際 は、本児 と
一

緒 に 課

題 の 大 きさ比 較 を した り 「こ の 大 きさで 全部が

描 ける か な」 とい っ た類 の 声か けを した りす る

こ と に よ っ て気付 きを促 した 。

　　　　　　　 ぢ賠　／

　　　　　　メ韈 〜1  ／

纛歪
ジ

　 　 　
〜
丶 、 、

　　　　 丶漁、賦

　　　　　
賊

＼蕣

Fig．10 平行線 を確認 し な が ら の 描画 （2123）

N ．考 　察

　本研究 は、園山ら （2007）に よ っ て 報告 され た、

粘土 造 形 に優れ た ス キ ル を示す
一

方で 、 デ ッ サ

ン ・ス キ ル は稚拙 で あ っ た広汎性発達障害の 男

児 1 名に つ い て 、さ ら に そ の 後 ユ年間実施 し た

デ ッ サ ン 指導で 見 られ た描画上 達 の 経緯 を、作

品 を通 じ て 明らか に した 。 また、そ の 中 で見 ら

れた描画 ・行動特徴や変化の 特徴を ま とめた 。

　 1．本児の 描画 ・行動特徴の変化

　三 次元 の 立体物 を見 なが ら、紙面上 に描 くと

い うこ とは 、小学校 の 授業で 経験す る 。 小学校

の 図工 教育 に お い て 、 3 ・4 年生 で は 物の 位置

や形 を考えて 画面 で の 工 夫が 出来 、 5 ・6 年生

で は、 自ら画面 の 構成 な どの 構想 を練 り、 表 し

た い 絵 の 表現が可 能に な る とされ て い る 。
こ の

よ うな発達的観点 に基づ い て 平井 ・竹 内 （1995）

は、幼児 ・児童に お ける描画過程の 発達 的研究

を行 っ た 。 そ の 結 果 、 デ ッ サ ン 課題 の 構造 にお

ける
“
見 え

”
や

“
構成

”
に対 して 、見 える通 り

に描 く課題意 識は 3 年生 前後で ピー
ク と な る こ

とを示 した 。 また
一

方 で 、年少 ・年中児が
“
見

え
”

通 りに描 か な い 理 由として 、「ど うして も、

分 か ら な い 」が多か っ た と し、メ タ認知 の 欠如

を指摘 して い る 。
つ ま り、 発 達の 中で 、

“
見 え

”

に 対 し て
“
表現

”
する 力が 追 い つ くとい うこ と

で あ る 。
こ の 過程 は、本研 究 に お い て も見 られ

た 。 第 1 期 か ら第 H 期 に か けて の 本 児 は 、
“

見

え
”

と
“

表現
”

の 間に差が あ り、表現の 仕方が

分か らず に しば しば混乱 して い た 。 しか し 、 技

法が 提 示 され 、そ れ を習得 す る こ と に よ っ て 、

描 き方 に変化 が見 られ た。 こ の 変化 を促 した も

の は 、技法の 習得 だ け で な く、「言語化」 が 重

要 で あ っ た と考 え られ る 。 例 え ば、第 1 期で 、

本児 は影の 輪 郭線 を実線で 表現 して い た 。 しか

し、「影 の 線 は ぼ わ っ と して い る」 とい う実際

の
cc
見 え

”
に 対す る 気付 きを本児が 「言語化」

出来 た こ とに よ っ て 、表現 に変化 が み られ た 。

「言 語 化」が 自発 的 に行わ れ る以 前 に は 、指導

者 か ら の 二者択
一

で 答え られ る よ うな具体的 な

質問に 、 本児が 「言葉」で 答え て い た 。
つ ま り、

技法を指 導者 が い くら伝 え て も、そ れ を用 い る
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意 味が 本児 に 納得 され な けれ ば、また 、理 解 さ

れ な けれ ば、実際の 習得 は難 しい とい うこ と で

あ る 。 また本児 に と っ て の 気付 きを 「言語化」

す る こ と は 、 自身 の 表現 し た い こ と と実 際 の

“
見 え

”
を表現 する こ と と い う大 き く離れ て い

た もの の 差 を少 しず つ 埋 め て い くため の
一

つ の

手段で あ っ た と考えられ る。

　 また 、第 H 期に見 られ た パ ニ ッ ク行動 とそ の

減少 に 対 して も 、 「言語化」が 重 要 な役割 を果

た して い た 。 第 ll期 に 見 られ た本児 の 苛立 ちや

パ ニ ッ ク行動 は、「自分 で は描 けな い （出来な い ）」

とい っ た ネ ガ テ ィ ブ な気持 ち を 「言語化」す る

こ とが難 しく、そ の 気持 ちの 代 わ りと し て 表れ

た行動 だ っ た と考え られ る 。 しか し、第 皿期以

降で は
、 「今 日の は 難 しか っ た 」「こ こ は 上 手に

描 けた 」 とい うよ うに 、自分 の 気持 ち を自発 的

に 「言語化」出来 る よ うに な り、パ ニ ッ ク行動

は消失 して い っ た 。 こ の こ とか ら、広汎性発達

障害児 に お い て 、白身の 感情、特 に 怒 りや不満

と い っ た ネ ガ テ ィ ブ な感情 の コ ン ト ロ ール と

「言語化」 に は 何 らか の 関係性が ある と考え ら

れ る 。つ ま り、ネガ テ ィ ブな感情 を 「言語化」

出来 る広汎性発達 障害児は 、
“
言 葉

”
とい う手

段 を用 い るが 、

一
方で 「言語化」が 困難な広汎

性発達 障害児 は
“
（問題）行動

”
と い う手段 で し

か伝達 する こ とが 出来ず、自身を表現 し た りコ

ン トロ
ー

ル した りす る こ とが難 し い の で は な い

だ ろ うか。

　 自身の 気持ちへ の 表現 と描画表現の 上達 に つ

い て 、大塚 ら （1995）に よ る と、手指機能 と言語

理 解 の 発達 に 伴 い 描画力が 身に つ い た事例 を報

告 して い る 。 本研究 で は、 1 年 と い う短 い 期間

で あ り、本児 の 発達 的変化 の 確認 は行 っ て い な

い 。 しか し、第 工 期 に聞 かれ た 影 に つ い て の

「言語化」や 第 H 期 の 後半 に聞か れ た 「気持 ち

の 言語化」 が可 能に な っ た 点が 、 描画 に大 き く

影響 を して い る と考え られ 、 こ の 指摘を支持す

る可 能性が 示唆され た 。 また 、永江 （1985）は、

幼児期 に お ける言語 の 行 動調整機 能 は、「他者

の 外言 に よ る コ ン トロ ール か ら自己の 外言 に よ

る コ ン トロ ール を経て」発達 して ゆ くと述 べ て

い る 。
こ れ は 、本児が 見せ た

“
見 え

”
の 言 語化

か ら生 じた描 画行動 の 変化 と
一

致す る と ころが

大 きく、自己の 外言 に よ る コ ン トロ ール で 行動

調 節 が 可 能 と な っ た の で は な い か と考 え られ

る 。

　一方 で 、知的障害 児は 「言語 の 行動調節機能

が、そ の 発達水準 、ある い は言 語 能力 と乖離 し、

自己 の 行為 の 言 語 化 が 困難 で あ る」 と Luria

（1969＞や 天野 ・野村 （1983）等が 報告 して い る 。

自閉症 児 に お い て は検 討 さ れ て い な い が 、 諸

岡 ・谷 口
・神 ・松尾 （1998）は、言葉 の 行動調整

機能の 未形成が 自閉症児 の 自己 コ ン トロ ール の

障害 の 背景 と な っ て い る 可 能性 を指 摘 し て い

る。つ ま り、こ れ らをまとめ る と行為の 言 語化

は
、 自己 の コ ン トロ

ー
ル に大 きく影響 し 、 本児

が 示 した 「言語 化 に よ る 行動変化」は、言 葉の

行動調節機能 の 発達 と何 らか の 関係性が ある の

か も しれ な い
。

　 言語能力 の 発達 と関係 して 認知能力の 向上 や

象徴 ・表象機 能の 発達 は 報告 され て い るが 、描

画表現 の 上達 と の 関係に つ い て の 報告は 見当た

らず、今後 も引 き続 い て 経過 をみ て い くこ とが

必 要で ある 。

　指導 の 中で 、 様 々 な 「言語化」 に よ っ て 、 デ

ッ サ ン ・ス キ ル が 上達 を して い っ た こ とは明 ら

か で あ る が 、さ らな る 変化 と し て 、「描 ける 自

信」 の 成長が ある 。 第 1 期の 本児 は、手本課題

を見 て 描 くこ とが 難 し く注 意が そ れ や す か っ

た 。 また、
‘‘
描 く

”
とい う行為に集中 しす ぎて

しま い 課題 を良 く見ず に 、 雑 に 描 き進め る こ と

が 多か っ た 。 しか し第 H 期 で は、「上 手 に 描 け

な い 」 と い う自信の な さ も見 られ たが 、
一

つ
一

つ の 課題 を確認 しなが ら、
一

緒 に描 い た り励 ま

しの 言 葉をか けた りす る こ とで、ゆ っ くりと一

つ の デ ッ サ ン を完成 させ る こ とが 出来た 。 そ し

て 第 1且期 で は 、 本児 は手 本課題 を見 なが ら描 け

る よ うに な っ た 。 そ の 頃に な る と、指導を開始

す る前 か ら 「早 く描 きた い な あ 」 「も っ と上 手

に な りた い なあ 」 とい う発言 が 聞かれ る よ うに

な っ た 。 また、モ チ ベ ーシ ョ ン の持続 を目的 と

して い た粘土 活動 を 、 第W 期で は行 わず 、 代 わ
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Table　1　 デ ッ サ ン ス キ ル 獲得ま で の 流 れ

（
本
児）

デ ッ サ ン 課題 と

本児 の 絵 にお け

るス レ

↑
本 児 に よる気付 き

（
指
導
者〉

↑
言語 化

↑

デ ノ サ ン 　 スキ ル

の 獲得

l
− 　− 　　　　　　　

ロ

1　気 付 きへ の 声 か けや 　l
l　　 手本の 提示　　 　 1
■一　　國　一　　一　＿　＿　　＿　　＿　　＿　　＿　■

本児 の絵 に対 す る

自信 の 咼 ま り

　
　　　　　− 　　

ヨ

lrE ’
語化！ へ の 支援

l
l　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 I
一　＿　＿　＿　＿　　＿　　＿　＿　　＿　　“

1
− − − コ　　　　−

1

1
ス キ ル 獲得 へ の 支援

l
I　　　 　　 　　 　　 　　 l
‘一　一　一　＿　＿　＿　＿　＿　r■

りに ホ ワイ トボー
ドに好 きな絵 を大 き く描 くこ

と を楽 しむ よ うに な っ た 。 こ の 変化か ら、ゆ っ

くり丁寧 に何度 も描 き直 しを しなが ら描 け る よ

うに な っ た こ と で 、
“
手本 を見 なが ら描 く と上

手 に描 け る
”

とい う自信 が 生 まれ た と考 える こ

とが で きる だ ろ う 。 本児 の 気持 ちの 「言 語化1
が され る ように な り、指導者や 保護者が そ れ を

保障する こ と、また以前に描 い た絵 と比較す る

こ と で 、本児が 実際 に ス キ ル の 上達 を確認 で き

た こ とが 自信へ とつ なが り、指導の 後半 も粘土

活動 で は な く絵 を描 く活動 を選択 した と考え ら

れ る。

　本指導 に お ける 本児の デ ッ サ ン
・

ス キ ル 獲得

と指導者 の 支援 に つ い て の 流 れ を Table　l に 示

し た 。

　 2 ．デ ッ サン ・ス キ ル の 般化に 伴 っ て見 られ

　 　た変化

　本指導 の 目的 と して い た 「本児 に と っ て の 余

暇活動で ある 絵 を上達 させ た い 」 とい う点に つ

い て 、指導 を通 じ て ど の よ うな般化が 見 られ た

か を考察 したい 。

　指 導を行 う以前の 絵は、本児 の 記憶 の み に 頼

り、勢 い に任せ て い た 。 その ため 、形 へ の 意識

は薄 く、 ほ ぼ
一

筆描 きで あ っ た 。 しか し、本指

導の 第 IH期 頃か ら、家庭 で も 「お 手本 （図鑑や

本） を見 て 描 く回 数が 増 えた 」「描 き直 しを し

なが ら描 く」 とい っ た姿が 見 られ る よ うに な っ

た 。 第HI期以降 には 以下の よ うな エ ピ ソ
ー ドが

聞か れ た 。 印象 的で あ っ た エ ピ ソ ー
ドと して、

「口 をあ けた 雌 ラ イオ ン の 写真をお手本 と して

描 い て い た 時に 、 口 の 中 （奥行 き）を意識 しな

が ら、お 手本をよ く見 て 描 けて い た」 と い うも

の が あ る 。 指導 時間外 に お い て も、お 手本 を見

て 書 くとい う約束事が し っ か りと守れ て い る様

子 で あ り、また その よ うに描 くと上手 に描 け る

と い う本児 の 自信 が 感 じられ る もの で あ っ た 。

　
一

方で 本児の 描 く絵 は 、図 鑑 を参考 に して い

る た め力丶 図鑑 に掲載 され て い る動物 が 向 い て

い る 方向 と同
一

の 方向を向 い て い る 動物 の絵 が

多 か っ た。本児が冬休み に 描 い た 海の 中 の 絵で

は、海 中の 生物は 同
一

方向 を向 い て い るが 、鮫

や 鯨 を始め とす る幾 つ か の 生物 は、描 き直 しが

何度 も試み られ 、修正 した 線 に紛 らわ され る こ

とな く、描 けて い た 。 こ の よ うに指導 で 習得 さ

れ た こ とが 、余暇 と して の 絵 に も般化 され つ つ

あ る可能性 を感 じさせ る もの で もあ っ た と考 え

られる 。

　 こ れ まで 、指導 され た デ ッ サ ン ・ス キ ル は 、

直 ぐに指導 の 中で の 描 画に 反映 され た が 、余暇

で 描 く絵 の 中で はそ れ らを用 い て 描 く こ とが 難

しか っ た 。
つ ま り、指導 で 描 く 「絵」 と余暇 で

描 く 「絵」 は本児 に とっ て 、同 じ 「絵」 と い う

捉 え方が 成 され て い な い こ とが 感 じられ る 。 し

か し、ある程 度 の 期 間を置 くこ と に よ っ て 、指

導 で は そ の ス キ ル 指導を行 っ て い な くと も、以

前 に習 得 され た ス キ ル が 余暇で 描 か れ る 絵 に も

用 い られ る こ とが認 め られ た 。 よ っ て 、本児 な

りの 、
い わ ば

“
熟成期 間

”
を置 くこ と で 、般化

へ と繋 が っ て い る の で は な い か と 思 わ れ た

（Fig．ユ1，
　 Fig．12，　Fig．13）。

　 3．指導方法にお ける
一

般化の 可能性

　本児 へ の 指導 をす る際 に 、補助教材 を幾 つ か

用 い た 。 補助教材 は、明 る さに対応 した鉛筆 の

使 い 分 け表 （Fig．工）な ど、情 報整 理 の た め の

“
視覚的補助教材

”
と だ ん だ ん の 練習 （Fig．9 ）

など、デ ッ サ ン ・ス キ ル 取得 の た め の
“
体験 的
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義
3 密 憲晦 面 罎曜

　

　

　

　　 藩
し ・　 一 　　．　　 ＿＿ ．」

Fig．11　指導開始前 の 本児の 絵 （X − 1年 時）

　　　　Fig．12　第皿期途中の 本児 の絵

す ぎず、指導の
一般化 の 可 能性は 述べ る こ とが

難 し い だ ろ う。 しか し、本指導内で用 い た もの

が 、自閉症児の 美術指導 に お い て 参考 になれ ば

と考 える 。

　 4 ．今後の 課題

　全指導期 を通 じて 、本児 に は、今 まで 描 い て

い た とろ を忘れ て新 しい とこ ろ を書 き出 して し

ま う
“
注意の 転動性

”
や

’t
切 り替 えの 困難

”
が

見 られ た 。 こ れ らは彼 の 持 つ 障害特性 に よる も

の だ と考 え られ 、こ れ らを考慮 した指導の 実施

方法 の 検討が必 要 で あ る 。 また 、本児は気 に な

っ たパ ー
ッ か ら描 き始め 、バ ラ ン ス が 崩れ や す

い こ とか ら 「全 体の バ ラ ン ス へ の 意識 を高め る」、

指導の 中で 、 立 方体の 描 き方や明暗の 付 け方 に

パ タ ーン 化 が見 られた ため 「パ タ
ー ン 化 した描

き方 の パ タ ーン崩 し」、デ ッ サ ン ・ス キ ル の 上

達 を支 える基礎 の 「鉛筆の 持ち方 ・筆圧 の 調整」

を図 る必要が ある だろ う。

　 ま た、本論文 に お い て は 、デ ッ サ ン ・ス キ ル

の 指導が 、本児の 持 つ 粘土 造形 ス キ ル へ の 影 響

したかどうかに つ い て は検討して い な い 。 本指

導開始 前 と終了後に作成 され た 粘土 作 品を比 較

する事で デ ッ サ ン
・

ス キ ル 指導が そ れ に 与えた

影響の 検討 を試み た い と考 える 。

襲1  ／ 汀 二・    畩 ＿

　　鬘：ン 　／レ
ー／

∴デ∴
Fig．13 　第 N 期終了 後 の 本児の 絵

補助教材
”

に 大別 され る 。 こ れ まで に 、自閉症

児の 美術指導 に 対す る 具 体的方法や 教材 内容 は

示 され て お らず、こ れ ら の 補助教材 は 、本児 の

障害特性 を踏 まえて 筆者 ら に よ っ て 作 られ た 。

本指 導 で 用 い られ た 教材 や 指 導方 法 に つ い て

は、本児 を対象に作成 され 、考え られた に しか
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Teaching 　Sketching 　Ski且ls　to　a　Boy　with 　Pervasive　Developme 皿 tal　Disor 《1er

　　　　　　　　　　　 and 　Savant　Ski11　in　C艮ay 　Work

Akatsuki 　KATSUURA
，
　Etsushi 　ENDO

，

　　　 and 　Shigeki 　SONOYAMA

　　 Savant　skill　or　savant 　syndrome 　is　a　special 　ski1正shown 　by　certain 　people 　with 　mental

retardation ．　One　out　of 　lO　people　with 　autistic　disorder　are 　reported 　to　have　this　skill ．　In　this

study ，　we 　taught 　a　fourth−grade　boy　with 　pervasive　developmental　disorder　how 　to　sketch 　during

a　period　of　12　months ，　We 　discussed　the　teaching　method 　as 　well 　as 　the　special 　characteristics 　of

and 　 changes 　in　his　 sketching 　 skills 　 and 　behavior　during 　the 　 course 　of 　teaching ．　The 　boy

developed　his　initially　poor 　skill 　in　sketching 　into　the 　ahility 　to　sketch 　by　close 　observation ，

accurately 　grasp　shapes ，　and 　describe　in　words 　the　charaoteristics 　ofitems 　such 　as　shade 　befbre

sketching 　them ．　Gradation　was 　another 　skill　that　he　acquired ．　With　regard 　to　his　behavior
，
　he

gradually　outgrew 　his　sense 　ofpanic 　when 　facing　sketching 　difficulties　as　he　acquired 　the　ability

to　express 　what 　was 　in　his皿 ind　in　words ．　This　suggests 　that　verbalization 　was 　the　key　to

developing　the　sketching 　skills 　and 　behavioral　improvement．

Key 　Wordspervasive 　developmental　disorder，　teaching 　sketch 　skill，　characteristic 　of 　sketchig ，

verbalization
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